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会社はOCNで接続しています。

OCNって、混み合うと14.4K以下

になってしまい、ぜんぜん快適
インターネットじゃない…
…。 （清水さん）

ウィンドウズ98のIE4がどうも調子

が悪い。98付属のシステムチェッ

カーを使ってみたが、答えは異常な

しとのこと。システムの管理が強化

されているはずなのに……。なん

で？　怪しいと思われるソフトをア

ンインストールして動かすと、問題

はなくなるからいいのだが……。結

局、頼りになるのは
自分の勘、しらみつぶしに
チェックしてるから時間と電話代が

かかるー！ なんとかしてくれー！

（トホホのかとちゃん）

MN128を買った。ISDN接続はま

だ先。ただいま家庭内LANのハブor

DHCPとして活躍中。早く工事
を頼みます、NTT
様。 （ZOROさん）

ついに、我が家にケーブルモデムが

つきました。すごく速いです。ネッ

トスケープコミュニケーターがたっ

たの10分でダウンロードできます。

ただ「今年は受験生」なので、好き

なだけ使えないことが心残り（とい

っても、ケーブルモデムがきてから勉

強していない。このままじゃ浪人し

てしまう……）。インターネ
ットと受験勉強、こ
れは両立できない
ものでしょうか。

（sugisakuさん）

会社の資料室で読んで、興味ある

記事があり、今回のみ買いました。

いつもは会社の資
料室で読ませてい
ただき、いろいろと参考にし
ています。 （kakeさん）

毎月、“WeLoveInter-
netPeople”読み
たさに、つい買ってしまいます
（笑）。 （koukiさん）

インターネットのCOOL＆FOOLが大集合！

このコーナーは、イ
ンターネットピープ
ルの皆さんと編集部
を結ぶページです。
皆さんの楽しいメー
ルがこのコーナーを
作ります。
Let's Access!

Reader's Voice

Illust:Sasaki Kazuyoshi

iMacを購入したのでインターネット

のことをもっと勉強したくなりまし

た。iMacを特集し
てください。

（匿名希望）

＊今月号のiMac緊急特集はいかが

でしたか？ （編集部）

最近、インターネット
に飽きてきました。
うちに帰ってもメールチェックする

くらいで、ネットサーフィンしよう

って気も起きないし、メール書く気

もイマイチ起きないし。どーしたら

いいんでしょう？（美保さん）

from Editor
あなたが最近感じたことや思ったことをメ
ールしてください。詳しくは355ページを！

コンピュータの2000年問題は世界

的に混乱を招く恐れがあるかもしれ

ない？ 急務の対応が必要！……

20 0 0年問題に取り組むより、

2000年まで会社
があるかどうかのほう

が心配ですね。（さとうゆきえさん）

プロバイダー接続マップを壁に貼り

付けていたら、妻から「きれいね！」

と言われました。言われてみれば確

かにセンスの良いマップですね。

カラーがいいんだ
な。 （匿名希望）

社内の標準OSになったので、ウィン

ドウズ98をいやいやインストールし

ました。が、使ってみてIEの起動が速

いのにびっくり。見なおし
ました、はい。（三崎さん）

10月号の「動いて楽しいホームペ

ージを作ろう」の記事を参
考にGIFアニメを
作ることができました。ありが
とうございます。 （ＮＭさん）
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We Love Internet-PeopleWe Love Internet-People

あなたのインターネットにまつわる思いを
川柳で表現してください。

テキストで表現する
五七五の調べ

彼
の
苦
悩
（
？
）
を
表
し
て
み
ま
し
た
。

（
匿
名
希
望
）

切
に
願
っ
て
ま
す
。

（D
A
I

＠
さ
ん
）

「N
otFound

」
や
間
違
っ
た
ア
ド
レ
ス
に
送
っ
た
メ
ー
ル
が
返
っ
て

来
た
時
っ
て
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。
せ
め
て

「
詠
み
人
知
ら
ず
」
と
か
で
き
な
い
の
か
な
あ
。
（
関
根
政
実
さ
ん
）

インターネットを利用中、「なぜ！？」「これは？」と思う
出来事にぶちあたったことはありませんか？
読者の皆さんが体験した、そんな不思議な出来事を紹介します。

あ
る
ゲ
ー
ム
で
使
用
す
る
風
景
デ
ー

タ
を
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
日
、「
転
載

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

転
載
さ
れ
た
ら
見
に
行
き
た
い
の
で
、

転
載
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と
メ
ー
ル

を
出
し
た
ら
、「
『
転
載
先
』
の
意
味

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
教
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
の
返
事
。

そ
れ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
メ
ー
ル
で
教
え
て

あ
げ
た
ら
、「
わ
か
り
ま
し
た
。
通
信

終
わ
り
」
…
…
。
転
載
先
の
連
絡
の

な
い
ま
ま
、
い
き
な
り
さ
よ
な
ら
を
宣

告
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

（^^;
。

（
福
島
県
　
と
ら
お
さ
ん
）

今
年
の
春
の
話
で
す
。
私
の
と
こ
ろ

に
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
チ
ケ
ッ
ト

譲
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ー
ル
が

い
き
な
り
何
通
も
来
ま
し
た
。
私
は
サ

ッ
カ
ー
に
興
味
な
か
っ
た
し
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
持
っ
て
ま

せ
ん
。
？
？
？
の
ま
ま
、
メ
ー
ル
を
く

れ
た
人
に
返
事
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ッ
カ

ー
の
有
名
サ
イ
ト
の
掲
示
板
に
「
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
チ
ケ
ッ
ト
譲
り
ま
す
」

と
い
う
書
き
こ
み
で
、
私
の
ア
ド
レ
ス

が
載
っ
て
い
た
と
い
う
ん
で
す
。
そ
ん

な
サ
イ
ト
行
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
し
、

い
た
ず
ら
!?
と
思
い
、
そ
の
サ
イ
ト
の

主
宰
者
に
問
い
合
わ
せ
て
調
べ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
結
局
、
私
と
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
1
字
違
い
の
人
が
間
違
え
て
ア

ッ
プ
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
、
一
件
落

着
し
ま
し
た
。
び
び
っ
た
よ
〜
。

（
東
京
都
　
お
み
さ
ん
）

私
の
Ｉ
Ｃ
Ｑ
に
、
知
ら
な
い
人
の
名

前
が
バ
ン
バ
ン
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
か
、
知
ら
な
い
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｑ
に

私
の
名
前
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

た
ほ
う
が
正
し
い
か
な
。
仕
事
用
に
使

っ
て
い
る
ん
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う
と
思
う

ん
で
す
が
。
で
も
、
登
録
し
て
何
か
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
る
ん
な
ら
と
も

か
く
、
登
録
し
た
だ
け
で
あ
と
は
そ
の

ま
ん
ま
っ
て
人
は
、
い
っ
た
い
何
を
考

え
て
登
録
し
た
の
か
…
…
？
　
ち
ょ
っ

と
謎
で
す
。
あ
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｑ
っ
て
外
国

の
人
か
ら
の
登
録
も
多
い
ん
で
す
よ
ね

え
。
だ
い
た
い
「
世
界
に
友
達
を
作
り

た
い
ん
だ
」
と
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
一

緒
に
つ
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

「
で
？
」
と
か
思
っ
ち
ゃ
う
。
外
国
語

に
長
け
て
い
た
ら
ツ
ッ
コ
ミ
の
１
つ
も

入
れ
る
ん
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
や
り

過
ご
す
し
か
な
い
。
外
国
か
ら
だ
と
同

じ
ド
メ
イ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
人

か
ら
の
登
録
が
妙
に
多
い
と
こ
ろ
も
謎

で
す
。

（
匿
名
希
望
）

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



352 INTERNET magazine 1998/11

住職さんの作るページで
仏教の知識を深めよう！
「BOZS」
jhttp://www.ne.jp/asahi/

tokyo/bozs/
禅寺の副住職が作りました。寺も

これからはコンピュータの時代か？

座禅の仕方の説明やお盆お彼岸な

どの仏事の意味をお教えします。わ

けもわからない仏事ではなくて、理

解をして臨んで下さいね。山スキー

のページもあります。

（西山直彦さん）

アナログレコード針
専門ショップ
「S.C.I」
jhttp://www.s-create.

co.jp/record.html
今では希少品になった「アナログレ

コード針」のウェブショップです。

ほぼすべてのメーカーに対応した互

換針を取り揃えております。「家の

押し入れで眠っていたプレーヤーが

蘇った！」と、購入者の方よりお

喜びの声が上がっております。開始

1か月で10万円以上の売上を達成

しました。品揃えは日本一と自負

しております。 （河野良作さん）

あなたの自慢のホームページを紹介します。どれも
作者の自信作です。とくとご覧あれ！

孤軍奮闘のサラリーマンの
日常を描く!?
「きさまら何様じゃ！」
jhttp://www.eva.hi-ho.

ne.jp/kenwood/
おおボケサラリーマンの、おおボケ

ホームページでございます。抱腹絶

倒間違いなし（たぶん）！

（スペイン人さん）

天然記念物・タンチョウの
写真ギャラリー
「Nakajima’s Photo
Gallery」
jhttp://www.sainokuni.co.

jp/~nakajima/
貴重な野生動物で特別天然記念物

のタンチョウ（鶴）の写真ギャラ

リ－です。北海道の釧路湿原を中

心とした道東のみに生息するタンチ

ョウの美しさに魅せられて、この10

年間ほど四季を通じて撮り続けた

写真です。少しでもその美しさを伝

えられたらと思います。

撮影の合間に撮ったキタキツネやエ

ゾシカなど野生動物、北の大地の

風景などの写真も展示しています。

北海道のさわやかな大自然の空気

に触れて下さい。 （中島浩さん）

ニューデリー駐在員がつづ
るインドの日常生活
「Harasho’s India
Diary」
jhttp://www2.gol.com/

users/harasho/
海外経済協力基金のニューデリー

駐在員のページです。インドから発

信している唯一の日本語ページでは

ないでしょうか？　インドの車アン

バサダー購入記、インドの運転免許

取得記、インドのお祭り、インドの

出来事など、原則毎日更新してい

ます。映画だけでなく、インドのい

ろいろ面白いところを紹介したいと

思います。インドに興味のあるひと

なら、必見のページです。掲示板

もありますので、是非お立ちより下

さい。 （原昌平さん）

世俗的？
クラシック音楽替え歌集
「軽メナ・ブラーナ」
（カルメナ・ブラーナ）
jhttp://www.netlaputa.ne.

jp/~def/carmena/
クラシック音楽に勝手に付けられた

歌を100以上収録しています。

少々マニアックですが、曲を知って

いれば爆笑間違いなし！プロ、アマ

を問わずオーケストラ奏者の間で語

り継がれているこれらの歌を「あぁ、

あの曲？　♪♪とかいう歌があるや

つね」と歌うだけで、あなたも通の

顔ができる！ただし歌詞が下品すぎ

て嫌われても責任持てません（^^;。

（岸川秀文さん）

from Editor
このコーナーで自慢のホームページを紹介した
い方は、ページタイトルとURLに紹介文を添え
て、編集部までメールしてください。紹介文に込
められたあなたの熱意がアクセス増加につな
がります。詳しくは355ページを！

中学生による中学生のため
の？ホームページ
「Again dream」
jhttp://www.pipi.net/aile/
コンテンツの多さと更新のスピード

だけは自信があるページです。ゲー

ムのページでピカチュウの話題と思

うとiMacの話をしたりといろんなこ

とがあります。teens linkという中

学・高校生に的を絞ったリンク集

もあります。掲示板も3つあり、フ

リーテーマ・ゲーム専用・iMac専用

と分かれています。同じ中学生とコ

ミュニケーションをとりたい人はぜ

ひ来てください。（今村洋文さん）

マイクロソフトって
中国語でなんて言う？
「ウィザード」
jhttp://www.ne.jp/asahi/

kobe/wizard/
DTP、マルチメディアやビックサイ

ンの案内をしているウイザードのホ

ームページでは、業務案内の他に、

中国語ホームページの作成や台湾・

中国のインターネット事情、面白い

中国語パソコン用語など、役立つ

情報がいっぱい。一見の価値があ

ります。 （吉永千恵さん）
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編集部からのお知らせ

アンケートにご協力を
読者の皆さまの意見を誌面に反映させるためにアンケートを行っています。
アンケートの回答には、次の2通りの方法があります。

1 インターネットマガジンのホームページ
ホームページからアンケートの入力ができるようになりました。下記URLから、「読
者アンケート」の項目をクリックして、アンケートページから答えていただくという
形式になります。そのほかのコーナーも新しくなっていますので、この機会にぜひご
覧ください。

jhttp://internet.impress.co.jp/

2はがき
本誌に添付されているアンケートはがきに
回答を記入して郵便ポストに投函してくだ
さい。切手を貼る必要はありません。

アンケートにご協力いただいた方の中から、毎月
抽選で5名様にインターネットマガジン特製折りたたみ傘を、5名様に1,000円分の全
国共通図書券をプレゼントします。ご協力をお願いします。

入居して2週間が経ち、ようやく

パソコンをセッティングする気にな

った。今日から自宅で快適インタ

ーネットかと思うと、セッティング

もワクワク気分だ。

まずはパソコン本体にLANボー

ドを取り付ける。LANボードにツイ

ストペアケーブルをさし、一方を壁

のLAN用コンセントに接続して、

いよいよ電源オン。すると、LANボ

ードを感知したパソコンが、ウィン

ドウズ95のシステムディ

スクを入れるように

指示してきた。

困った、システ

ムディスクはま

だ段ボールか

ら出していない。

いったんキャンセル

してディスクを探し

た後、もう一度

立ち上げ直した

ら、先ほどの指示が出ない。ウィン

ドウズのコントロールパネルでいろ

いろとやるが効果なし。ボードとハ

ブのランプは点灯しているので、パ

ソコンはボードを認識している様子

なのに……。ボードメーカーのサポ

ートに聞いてみたら、最初の指示を

キャンセルしたことで、LANボード

がその他のデバイスに登録されてし

まったのが原因だった。

正しく登録し直し、ドライバー

5月号の記事を読んで、

配線導入を決意した人が現れた！
その4
快適なインターネット環境のはずが…

をインストールして再チャレンジ！

これでOKのはずが、WWWブラウ

ザーからは「URLが見つかりませ

ん」と言われ、「DNSが見つかりま

せん」の表示も出る。ウウ……。

今度は東急ケーブルへTEL。原因

はケーブルモデムとハブの接続。モ

デムから出たLANケーブルをハブの

カスケード接続端子の正しい場所に

つないでなかっただけだった。ケー

ブルを付け替えると同時に、モデム

側のハブのランプが点灯した。急い

でパソコンに戻ってブラウザーを立

ち上げると……おお～、つながった

よ～！　念願の自宅でインターネ

ットも、やはり最後は専門家に助け

てもらって始まった。東急CATVの

インターネット接続サービス加入者

も2,000名を突破したとかで、時間

帯によっては高速性が十分発揮で

きないこともあるとか。そうは言っ

てもやはり快適。電話代を気にせ

ずつなぎっぱなし、これがなんたっ

て最高です。

来月はいよいよ最終回です。

いりえまこと 銀座の広告代理店に勤務する
43歳。ビデオ・パソコン・キャンプ・家族を
こよなく愛するごく普通のオヤジ。
E-mail mkirie@dd.catv.ne.jp

We Love Internet-People

これが自慢の！？ LANコンセント。

お腹の出具合が気になりだした私です。

AFTERCARE
9月号
●「商用ネットワークサービスプロバイダ
ー接続マップ」
図中、MTCIの接続が間違っていました。

10月号
●「プロバイダーニュース」
P379のなかで、DTIの法人向けサービス「DTI-Magic」
に関するURLが間違っていました。正しくは
jhttp://magic.dti.ad.jp/

です。

●「メールマガジンカタログ100
P8の「Mainichi Daily Mail Mobile」で「バックナ
ンバー：なし」になっておりますが、正しくは「バッ
クナンバー：あり」です。

お詫びして訂正させていただきます。
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電池が切れて動かなくなってしまったドラえもんを、成長して技術者となった
のび太が修理する……。こんな内容の“ドラえもんの最終回”が、この夏イン
ターネットから飛び出し、週刊誌でも「作ったのは作者？」という調子で取
り上げられて話題になった。
詳しい内容は作者の佐藤宣夫さんのホームページを見ていただくとして、作者
の知らないところで勝手に転載されて、チェーンメールとして広まってしまっ
たという「ドラえもんの最終回（仮）」についての真相を聞きに、名古屋工業
大学大学院に通う佐藤さんの研究室にお伺いした。

INTERVIEW

佐藤宣夫さん。名古屋工業大学の大学院に通っている。

究をやっているんですけど、そこか

らドラえもんに耳がない－－電池が

ないというふうにつながって、使え

ないかなと考えて、2時間くらいで

描き上げたものなんです。

そのときは、藤子先生が書いた3

種類の最終回があるとかまったく知

らなくて、こんな大ごとになるとも

思ってなかったんです。

それからしばらくして、チェ
ーンメールの騒ぎになったん
ですね。

善意の方から、「あなたの書いた

ホームページの内容がチェーンメー

ルになっていますよ」というメール

を6月の初めくらいにいただいたん

です。その人によれば、「ネットニ

ュースで僕の書いた『ドラえもんの

最終回』が話題になっていますよ。

私は検索してあなたのページにたど

りつきましたけど、ご存じじゃない

ようですから、お知らせします」と

いうことでした。僕はそれまで全然

状況を把握していなかったんで、

「おいおいえらいことになってるな」

と思って、ホームページにも「勝手

に引用しないで下さい」「紹介はア

ドレスだけにしてください」と、注

釈を付けるようにしたんです。

とそうでもないんですけど、映画の

のび太はしっかりしていて、テレビ

とは違うカッコよさがあるじゃない

ですか。そういうところと自分を重

ねていて、何となくつけたんですね。

佐藤さんの「ドラえもんの最
終回（仮）」は、一部で作者
の藤子不二雄さんが書いた
んじゃないかと誤解されるく
らい、面白い内容ですね。
書くのにはどのくらいかかっ
たんですか？

いや、そんなんじゃ全然ないんで

すよ！　単純にドラえもんの最終回

ってそういえば知らないねってこと

と、僕は今大学院で太陽電池の研

話
題
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
ん
な
人
？

大学の研究室で。
学内のホームページなのでアップロードもここから行っているそう。

「アナタがのび太君に似てるからで

すか」という質問もくるんで、僕が

のび太に似てるかどうかはわからな

いですけど､ドラえもんの話の1つく

らいは作ってもいいかなと思ったん

ですね。

「のび太のホームページ」と
いう名前を付けたのは？

「ドラえもんが好き」、というの

は、僕にとっては「のび太が好き」と

いうことなんです。テレビのアニメだ

「ドラえもんの最終回（仮）」
を最初にホームページに載
せたのはいつ頃ですか。

今年の1月か2月くらいです。そ

の頃は名古屋工業大学の夜間部に

通いながら、昼は別の愛知学院大

学歯学部の実験補手という、電子

顕微鏡の撮影を手伝うといった仕

事をしていたんです。

大学職員はホームページを開くこと

ができるので、僕もそこに「のび太

のホームページ」と名付けたページ

を公開していました。といっても、

ドラえもんネタばかりやっていたわ

けじゃなくて、「しずかちゃんみたい

なお嫁さんがほしい！」とか、くだ

らないことを書いていたんです。た

だ、「どうしてのび太のホームペー

ジって名前を付けてるんですか？」
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「インターネット川柳大会」
インターネットについての出来事や意見を、粋な川柳に変身させてください。

ぴりっと風刺の効いた作品をお待ちしてます。

「インターネット大奮戦！」
TAの設定で四苦八苦、FTPのやりかたがわからなくて悪戦苦闘……など、

インターネットにまつわる諸々の苦労したこと、

試行錯誤したことをレポートしてください。

あなたも身に覚えがあるはずだ！？

あなたのメールアドレス帳に『インターネットマガジン
投稿（ip-box@impress.co.jp）』を登録してね！

このコーナーは読者の皆さんからの投稿で成り立っています。

今年の4月にホームページの
サイトが変わったそうですが。

3月に愛知学院大学は辞めて、

名工大の大学院に入ったので、ホ

ームページのサイトも変わったんで

す。辞めたら前のホームページは自

動的に消されるかと思っていたら、

そのまま残っていたんですね。

僕自身は大学を変わっているん

でもう触ることはできないし、その

ホームページに載せているアドレス

宛のメールも受け取れない。愛知学

院大学のほうのページを見た人が、

「転載したい」というメールを出した

けど返事がないので、そのままメー

ルやネットニュースで流したという

可能性もあると思います。

今は愛知学院大学のページはな

くなっていますが、それを僕が知る

のが遅れて対処も遅れてしまったの

で、申し訳なかったなと思っていま

す。

チェーンメールが拍車をかけ
たこともあって、かなりの方か
らメールが来たそうですが？

カウンターは付けない主義なの

で、どのくらいアクセスが来るかは

わからないんですが、メールはたく

さんいただきました。だいたいは好

意的なメールでしたが、いくつかは

「そんなつもりじゃないのに」と寂し

くなるようなメールもありました。

あと、ドラえもんマニアの方から、

「ドラえもんは電池で動いていない」

と指摘するメールも来ました（笑）。

「他のアニメの最終回も書いてくだ

さい」なんて、勘違いしているメー

ルも来ましたけど、ぼくは小説書い

てるわけでも、文章書くのが得意な

わけでも全然ないんですよ。でも、

みんなドラえもん好きなんだなと改

めて驚きましたね。

これだけ騒ぎになったのに今でも

ホームページで公開しているのは、

ページのなかで名前を出してちゃん

と説明をしておけば、チェーンメー

ルを防ぐことができるんじゃないか

というのもあるんです。甘いですか

ね？　実際に、「私もチェーンメー

ルで流してしまいましたけど、友達

から作者の人が困っているという話

を聞きました。ごめんなさい」とい

うメールもたくさんいただきました

し。だから無駄じゃないと思って、

今でもそのまま載せてあります。

今回のチェーンメール騒ぎで
どんなことを考えましたか？

最初は、ネットニュースを検索し

も、そういうときはよくよく気をつ

ける必要がありますね。基本的にホ

ームページはリンクフリーなものだ

と思いますから、コピーして回すん

じゃなくて、URLを教えたり、リン

クを張ったりするようにしたほうが

いいんじゃないでしょうか。ほんと、

ホームページを見にきてくれるのな

ら、何の問題もなかったんですけど

ね。

＜Interview&Text by 鈴木康之＞
jhttp://www.asahi-net.or.jp/~

hh5y-szk/

このほかにも「私のホームページ自慢」「Reader’s Voice」、「イ

ンターネットの不思議現象」、本誌の感想、新企画案など、身

の回りで起こったインターネットにまつわることやアイディアを、

どんどんメールでお送りください。なお、投稿の際はお名前（ペ

ンネームも可）、ご住所も明記してください。インターネットマ

ガジンのホームページ（jhttp://internet.impress.co.jp/）
からも投稿できるようになりました。

ぜひ！

てチェックして、どうみても自分の

文章だというのが勝手に載っている

ので、血の気が引く思

いでした。なんで個人の

ホームページで公開して

いるものが勝手にどんど

ん流れちゃうのか……、

それはまだわからないで

す。それから、著作権

についての問題で「藤子

先生に失礼じゃないか」

というメールも来たりし

て。僕はそんなことは考

えもしなかったので、訴

えられるんじゃないかと

怖くなりました。「あの

内容なら問題はないでし

ょう」というメールもい

ただきましたし、（ドラ

えもんの出版元である）小学館の

出している『週刊ポスト』にも好意

的に書いていただきましたから今は

安心していますけど、当時は何にも

わからないから怖かったですね。

チェーンメールは悪意がなく
ても広がってしまうところが
ありますが、それについては
どうですか？

いい話を見つけたら、僕でも誰か

にメールを出すかもしれません。で

ドラえもんの最終回（仮）

jhttp://gamella.elcom.nitech.ac.jp/~satoh/
doc/ware/dora.html
佐藤さんのホームページのトップは

jhttp://gamella.elcom.nitech.ac.jp/~satoh/
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特製グッズが変わりました！
掲載された方にはインターネットマガジン特製折りたたみ傘を

お贈りします。色よし、柄よし、携帯してよしのスグレモノで

す！どしどし投稿お待ちしてます！

（注：「私のホームページ自慢」の投稿掲載は除きます）
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